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新Oxytetracycline(Terramycin)静 注液 の血 中濃 度

並 び に臨床 使用 成績
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1.緒 言

新しいOxytetracycline(Terramycin)の 静注液の提

供を受けたので,そ の血中並びに尿中濃度を測定し,臨

床に試用 したので報告する。

本剤 はN-Hydroxyethyllactamideの 水 溶液中 に

TerramycinのMagnesium　 hydroxyethyl　 ammdnium

塩 として 溶解 されており,1ア ンプルにTerramycin

250mgを 含有する。実験に先立つてr本 剤1ア ンプル

を蒸溜水で稀釈し,そ れを 塩酸Terramycinを 標準液

として測定した所、1ア ンプル中に250mgの 力価が含

有されていることを確認 した。 又本剤を 蒸溜水 で稀釈

後,た だちに濃度測定 しても、塩酸Terramycinと 全

く同じ生物学的活性を示すことも併せ確認した。

II.実 験 方 法

Terramycinの 濃度の測定は,枯 草菌PCI219を 用

い る帯培養法によつた。

Terramycinは1ア ンプル250mgを 肘静脈に可及的

徐々に静注し,採 血は耳朶か ら毛細管法によつた。

III.実 験 結 果

血中濃度及 び 尿中濃度は第1表 の 通 りである。 即ち

250mg1回 の静注で,24時 間以上血中に証明され、濃
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度の ピークは勿論注射後15分 にあ り,平 均9.4mcg!cc

の高濃度である。尿中排泄量は,250mg1回 投与後24

時間に,平 均97　mgで,投 与量の約40%が 回収され

る。

IV.臨 床使用成績

第2表 の如 く,20名 の患者に合計78本 投与した。約

113は 原 液のまま,残 づ213は20%の 糖液20ccに 稀

釈 して静注した。原液のまま静注 した2例 に,一 過性の

血管痛 と嘔気があ り,他 の1例 にも1回 嘔気があつた。

血管痛は糖液で稀釈するとな くなつたD

第1例 狸紅熱(第1図)

扁桃よりの β溶 連 菌はOTCに 感性で,急 速に治癒

した。 血管痛は糖液 を加えて 静注 するとお こらなかつ

たo

第2例 急性腸炎(第2図)

下痢,発 熱,腹 痛は図のごとく急速に治癒 した。

第3例 膀 胱 炎

第4例 膀 胱 炎

第5例 腎 孟 炎

第6例 腎 孟 炎

第7例 腎石兼腎孟炎

これ等5例 の尿路感染症は,す べて一応有効で治癒し

ている。第6例 は再発時はCPの 内服 によつて 治癒せ

しめたo

第8例 淋 巴 腺 炎

右顎淋巴腺炎で,た だ1回 の投与で治癒 した。

第9例 肝 癌

38℃ 前後の発熱あり,28回(1日2回)の 投与で一

応解熱 したが,原 疾患で死亡し,効 果不明である。

第10例 細菌性赤痢
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(第3図)

(第4図)

これ等8例 の細菌性赤痢は,効 果不明の第15例 を除

きすべて有効であつた。第15例 は下剤のみで諸症状消

退 し,菌 陰性化してか らTerramycin静 注 を用いたの

で効果不明となつた。代表的有効例を第3図,第4図 に

示す。

第18例 腺窩性アソギーナ

第19例 〃

第20例 〃

これ等3例 の扁桃炎は,す べて有効であつた。
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V.結 論

1,新Oxytetracycline(Terramycin)静 注 液は,

成人1日1回250mgの 静注で,24時 間にわたつて有

効血中濃度を持続し,血 中濃度の ピークは極めて高濃度

である。尿中には1回 の投与で24時 間中に蚤投与量の

約40%が 証明される。

2.20例 の感染症に使用 し,極 めて有効であつた。

本剤を78回 投与 し,3回 嘔気と血管痛があつたが,

20cc糖 液を混合静注すると,か かる副作用は認められ

な くなる。

(本論文中の要旨は第9回 化学療法学会中日本支部総会

で発表 した。)




